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第
一
条
の
三
の
見
出
し
中
「
指
定
」
を
「
ダ
ン
ス
教
授
講
習
の
指
定
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中「
特
定
講
習
団
体
」

を
「
法
人
」
に
改
め
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

ダ
ン
ス
教
授
講
習
に
係
る
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

第
一
条
の
三
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
書
面
」
を
「
書
類
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
号
を
第
八
号
と
し
、

第
一
号
を
第
七
号
と
し
、
同
項
に
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
と
し
て
次
の
六
号
を
加
え
る
。

一

定
款
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

二

登
記
事
項
証
明
書

三

役
員
の
氏
名
、
住
所
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
面

四

講
習
業
務
に
係
る
事
業
に
関
す
る
組
織
を
記
載
し
た
書
面

五

資
産
の
総
額
及
び
種
類
を
記
載
し
た
書
面
並
び
に
こ
れ
を
証
す
る
書
面

六

講
習
業
務
を
行
う
た
め
の
施
設
の
概
要
を
記
載
し
た
書
面

第
一
条
の
四
中
「
及
び
住
所
」
を
「
、
住
所
及
び
ダ
ン
ス
教
授
講
習
に
係
る
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
」
に
改

め
る
。

第
一
条
の
五
第
三
項
中
「
書
面
」
を
「
書
類
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
六
第
一
項
中
「
指
定
講
習
に
係
る
毎
事
業
年
度
の
事
業
計
画
」
を
「
毎
事
業
年
度
の
指
定
講
習
に
係
る
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
指
定
講
習
に
係
る
毎
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書
」
を
「
毎
事
業

年
度
の
指
定
講
習
に
係
る
事
業
報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
並
び
に
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
中
「
そ
の
」
の
下
に
「
財
産
の
状
況
又
は
」
を
加
え
る
。

第
一
条
の
八
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
前
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
一
条
の
九
と
し
、
第
一
条
の
七
中
「
ダ
ン
ス

教
授
講
習
機
関
の
」
の
下
に
「
財
産
の
状
況
若
し
く
は
そ
の
」
を
加
え
、
同
条
を
第
一
条
の
八
と
し
、
第
一
条
の
六
の

次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
解
任
の
勧
告
）

第
一
条
の
七

国
家
公
安
委
員
会
は
、
ダ
ン
ス
教
授
講
習
機
関
の
役
員
又
は
講
師
が
指
定
講
習
の
実
施
に
関
す
る
業
務

に
関
し
不
正
な
行
為
を
し
た
と
き
は
、
当
該
ダ
ン
ス
教
授
講
習
機
関
に
対
し
、
当
該
役
員
又
は
講
師
の
解
任
を
勧
告

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条
中
「
特
定
講
習
団
体
」
を
「
ダ
ン
ス
教
授
講
習
機
関
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
二
の
見
出
し
中
「
指
定
」
を
「
ダ
ン
ス
教
授
試
験
の
指
定
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
こ
の
条
」
の
下

に
「
及
び
次
条
」
を
加
え
、「
特
定
講
習
団
体
」
を
「
ダ
ン
ス
教
授
講
習
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
す
べ
て
」

を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
三
中
「
第
一
条
の
三
か
ら
第
一
条
の
八
ま
で
」
を
「
第
一
条
の
四
か
ら
第
一
条
の
九
ま
で
」
に
、「
特
定
講

習
団
体
」
を
「
ダ
ン
ス
教
授
講
習
機
関
」
に
改
め
、「
、
第
一
条
の
三
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
の
三

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
講
師
」
と
あ
る
の
は
「
試
験
員
」
と
」
を
削
り
、「
第

一
条
の
五
第
一
項
中
「
ダ
ン
ス
教
授
講
習
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
ダ
ン
ス
教
授
試
験
機
関
」
と
、「
前
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
二
条
の
三
」
を
「
第
一
条
の
五
第
一
項
中
「
ダ
ン
ス
教
授
講
習
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
ダ
ン
ス
教
授
試
験
機
関
」

と
、「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
の
四
」
に
、「
第
二
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
一
条
の
三
第
二
項

各
号
」
を
「
第
二
条
の
三
第
二
項
各
号
」
と
、「
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
書
面
」に
改
め
、「
第
一
条
の
七
中
」の
下
に「「
ダ

ン
ス
教
授
講
習
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
ダ
ン
ス
教
授
試
験
機
関
」
と
、「
講
師
」
と
あ
る
の
は
「
試
験
員
」
と
、「
指
定
講

習
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
試
験
」
と
、
第
一
条
の
八
中
」
を
加
え
、「
第
二
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第

一
条
の
二
第
二
項
各
号
」
を
「
第
二
条
の
二
第
二
項
各
号
」
に
、「
第
一
条
の
八
第
一
項
中
「
ダ
ン
ス
教
授
講
習
機
関
」

と
あ
る
の
は
「
ダ
ン
ス
教
授
試
験
機
関
」
と
、「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

前
条
」
を
「
第
一
条
の
九
第
一
項
中
「
ダ
ン
ス
教
授
講
習
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
ダ
ン
ス
教
授
試
験
機
関
」
と
、「
前
二

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
前
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
の
四
と
し
、

第
二
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
二
百
七
十
七
号

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
十
八
日
と

す
る
。

環
境
大
臣

長
浜

博
行

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
四
号

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
四
年
政

令
第
二
百
七
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
四
十
八
条
及
び
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
（
昭
和
五
十
九
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
一
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正

化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

小
平

忠
正

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
の
見
出
し
中
「
指
定
」
を
「
ダ
ン
ス
教
授
講
習
の
指
定
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
一
条
の
八
」

を
「
以
下
第
一
条
の
九
」
に
、「
特
定
講
習
団
体
（
社
団
法
人
全
日
本
ダ
ン
ス
協
会
連
合
会
（
昭
和
六
十
年
五
月
三
十
日

に
社
団
法
人
全
日
本
ダ
ン
ス
協
会
連
合
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）又
は
財
団
法
人
日
本
ボ
ー
ル

ル
ー
ム
ダ
ン
ス
連
盟
（
平
成
四
年
三
月
二
十
四
日
に
財
団
法
人
日
本
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
連
盟
と
い
う
名
称
で
設
立

さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
「
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に

改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
二
回
」
を
「
一
回
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中「
講
習
の
業
務
」

を
「
講
習
業
務
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、

第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
適
合
し
て
い
る
法
人
が
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

ダ
ン
ス
教
授
講
習
の
実
施
に
関
す
る
業
務
（
以
下
「
講
習
業
務
」
と
い
う
。）を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
た
め

必
要
な
組
織
及
び
経
理
的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
。

ロ

講
習
業
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
た
め
必
要
な
施
設
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
。

ハ

講
習
業
務
以
外
の
業
務
を
行
つ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
業
務
を
行
う
こ
と
に
よ
り
講
習
業
務
が
不
公
正
に
な

る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

ニ

前
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
を
し
た
法
人
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
指
定
申
請
法
人
」
と
い
う
。）が
、
客
に

ダ
ン
ス
を
教
授
す
る
た
め
の
営
業
を
営
む
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
営
業
者
」と
い
う
。）

に
支
配
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

\

指
定
申
請
法
人
が
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
営
業
者
が
そ
の
親
法
人
（
会

社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
八
百
七
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
親
法
人
を
い
う
。）で
あ
る

こ
と
。

]

指
定
申
請
法
人
の
役
員（
持
分
会
社（
会
社
法
第
五
百
七
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
持
分
会
社
を
い
う
。）

に
あ
つ
て
は
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
）
に
占
め
る
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
営
業
者
の
役
員
又
は
職
員
（
過
去
二

年
間
に
当
該
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
営
業
者
の
役
員
又
は
職
員
で
あ
つ
た
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。）の
割
合
が
二
分
の
一
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

^

指
定
申
請
法
人
の
代
表
権
を
有
す
る
役
員
が
、ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
営
業
者
の
役
員
又
は
職
員
で
あ
る
こ
と
。

œ


		2012-11-20T15:02:14+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




